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利用・用途・応用分野

水面の上下運動を利用した波力発電用波力エネルギー変換装置のための構造体

目的・課題 解決ポイント

建設コストの低減を図ることができ、
エネルギー利得を増大できる遊水室
構造体を提供することを目的とする。

 構造物の設置面は防波堤、護岸、突堤、
防潮堤、防砂堤、岸壁、河口導流堤から
選択される一つの固定構造物の壁面。

 構造物の設置面に平行に鉛直向きの平
行壁を配置。設置面と平行壁との間の空
間を鉛直向きの複数の仕切り壁で区画。

 遊水室構造体は、遊水室を併設する方向
が波の進行方向と同じ向きとなるよう構成

 遊水室群の一方又は両方の端部に平行
壁の端部と設置面との間で進行方向と
角度を有して連結された鉛直向きに配置
された導波壁を配置。

 遊水室内における水魂運動が共振状態と
なるよう、波の周期に基づいて決定。

研究概要・アピールポイント

強い波が沿い波となり、遊水室の
壁に波の大きな衝撃力が作用しな
いため、建設コストを低減でき、
実用的価値が高い。

遊水室の平行壁や遊水室群の
端部の壁を従来のように強固な
もののとする必要がなく建設コスト
を低減できる。

遊水室内における水面の上下運動
を増幅させることができるため、
エネルギー利得を増大させること
ができる。遊水室の平行壁に波の
大きな衝撃力が作用しない。

遊水室群の端部に作用する波の
衝撃力の発生を抑えることができ
る。
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【 波力発電装置搭載遊水室構造体 】
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